
3 申し合わせにより決められた議員の一般質問の一部を掲載しています。
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2023年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト 10」発表

　
⑤
重
症
心
身
障
が
い

者
が
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
は
、
電
気
や
水
道
の

よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
同
様

に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
高
齢
の
親
が
い
な
く
な
っ

た
あ
と
、
障
が
い
者
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
障
が
い
者
の
保
護
者
に

と
っ
て
深
刻
な
課
題
で
す
。「
親

亡
き
後
」
の
問
題
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
障
が
い
者

が
「
親
亡
き
後
」
も
、

自
ら
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

た
め
の
重
度
障
が
い
者
向
け
の

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や

通
所
施
設

の
整
備
を

進
め
て
い

ま
す
。
今

後
も
、
保

護
者
が
抱

く
将
来
へ

の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、

市
町
と
と
も
に
、
地
域
生
活
の

支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進
に

つ
い
て
～
有
機
農
業
の
出
口
戦

略
と
し
て
の
学
校
給
食
～

○�

教
員
の
欠

員
、
完
全
代

替
補
充
に
向

け
て　
ほ
か

　
都
道
府
県
の
75
％
以

上
が
国
の
就
学
支
援
金

制
度
に
独
自
の
支
援
を
上
乗
せ

し
て
い
ま

す
が
、
三

重
県
は
実

施
し
て
い

ま
せ
ん
。

子
ど
も
た

ち
が
家
庭

の
経
済
状

況
に
よ
ら
ず
、
公
立
・
私
立
を

問
わ
ず
に
希
望
す
る
学
校
に
行

け
る
よ
う
に
、
県
独
自
の
就
学

支
援
金
制
度
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
の

機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
今
年
度
、
み

え
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
総
合
補
助
金
を
創
設
し
て
市

町
が
実
施
す
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
私
学
に
対

す
る
支
援
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
お
け
る
集
中
と
選
択
の

な
か
で
、
支
援
の
形
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

○�

北
勢
バ
イ
パ

ス
早
期
整
備

に
つ
い
て

　
ほ
か

　
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
に
隣
接
す
る
居
住
地

域
の
住
民
が
、
津
波
で
タ
ン
ク

な
ど
の
危
険
物
が
流
れ
て
こ
な

い
か
不
安
を

募
ら
せ
る
中
、

本
年
７
月
に

「
四
日
市
港
の

海
岸
整
備
を

進
め
る
会
」

が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
11
月

に
は
国
に
対
し
要
望
活
動
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
海
岸
保
全
施
設

の
整
備
が
大
き
な
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
に
お
け
る
危
険
物
の
流
出
対

策
に
つ
い
て
の
県
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
三
重
県
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計

画
」
で
は
、
タ
ン
ク
等
の
流
出

防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
事
業

者
に
求
め
て
お
り
、
事
業
者
は

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
う
え
で
、
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
震
・
津
波
発
生
時
に
お

け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
区
域
外
へ

の
影
響
が
最
小
限
に
な
る
よ

う
、
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が

ら
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
費
用
を
県
費

で
補
助
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○�

三
重
県
の
人

口
減
少
対
策

に
つ
い
て

　
ほ
か

　
バ
ス
路
線
の
維
持
が

地
方
任
せ
に
さ
れ
た
結

果
、
運
行
本
数
が
減
り
、
運
転

士
も
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
④
デ
マ
ン
ド
交
通
や

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
ま
だ

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
中
、
高

齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
際
に
交

通
手
段
が
確
保
で
き
る
の
か
危

惧
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け

る
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た

県
の
考
え
方
と
、
市
町
と
の
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
県
は
バ
ス
路
線
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
、

市
町
・
国
・
バ
ス
事
業
者
で
構

成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
県
内
の
６
地
域
に
設
置
し
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
が

実
施
す
る
地
域
の
座
談
会
に
参

加
し
て
住

民
か
ら
直

接
意
見
を

聞
い
て
い

ま
す
。
今

後
も
、
地

域
住
民
の

移
動
に
関

す
る
ニ
ー

ズ
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

市
町
と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

国
道
３
６
８
号
の
今
後
の
見

通
し

○�

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と

し
た
関
西
圏
に
お
け
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

　
ほ
か

就
学
支
援
金
制
度
に

つ
い
て

服
部
　
富
男 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

三
重
郡
選
出
）

問

▲一般質問
（服部富男 議員）

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
に

つ
い
て

石
田
　
成
生 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

四
日
市
市
選
出
）

問答

答

▲一般質問
（石田成生 議員）

地
域
公
共
交
通
の
充
実

荊
原
　
広
樹 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

名
張
市
選
出
）

問

▲一般質問
（荊原広樹 議員）

障
が
い
者
の
親
亡
き
後
の
問
題
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

喜
田
　
健
児 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

松
阪
市
選
出
）

問

▲一般質問
（喜田健児 議員）

答

２ 

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

の
経
済
対
策
と
し
て
、
売
り
上

げ
が
減
っ
た
企
業
や
個
人
事
業

者
に
対
し
て
、
実
質
無
利
子
・

無
担
保
で
融
資
さ
れ
た
制
度
の

こ
と
で
す
。

３ 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　
大
切
な
人
と
の
死
別
を
経
験

し
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
人
を
、
悲

し
み
か
ら
立
ち
直
れ
る
よ
う
に

寄
り
添
い
、
援
助
す
る
こ
と
で

す
。

１ 

学
習
指
導
員

　
児
童
生
徒
の
学
習
定
着
度
に

応
じ
て
、
き
め
細
か
な
指
導
や

少
人
数
指
導
、
学
び
を
保
障
す

る
た
め
の
学
校
教
育
活
動
を
支

援
す
る
職
員
の
こ
と
で
す
。
授

業
時
以
外
に
、
放
課
後
の
学
習

指
導
や
宿
題
の
提
出
確
認
な
ど

を
教
員
の
代
わ
り
に
行
う
こ
と

が
で
き
、
教
員
の
業
務
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
指
導
員

が
元
教
員
で
あ
る
場
合
に
は
、

授
業
で
気
づ
い
た
こ
と
を
若
手

教
員
な
ど
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
に
つ
な
が

り
ま
す
。

４ 

デ
マ
ン
ド
交
通

　
路
線
バ
ス
の
よ
う
に
運
行
ダ

イ
ヤ
や
運
行
ル
ー
ト
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
時
刻
や
経
路
が
変
わ
る

交
通
方
式
の
こ
と
で
す
。

５ 

重
症
心
身
障
が
い
者

　
重
度
の
知
的
障
が
い
と
重
度

の
肢
体
不
自
由
を
併
せ
持
っ
た

人
の
こ
と
で
す
。

答

物価高騰等に関する補正予算可決

　三重県議会では、議会活動について広く関心を持っていただけるよう、昨年末、
県民の皆さんや県議会議員からの投票により、2023 年の「三重県議会の活動ベ
スト 10」の選定を行いました。今回選定された取り組みをご紹介します。

（各項目の詳細は、県議会ホームページでご覧いただけます。）

その他
○ 地方分権の推進に資する人材の育成等

のためにインターンシップ実習生を受
け入れました《三重県議会の各種取組
も発信》

開かれた議会運営の実現
○ 県民の皆さんの意見を国会や内閣総理

大臣、知事等に届けています《請願 18
件、要望 23 件を受け付け》

○ より分かりやすい議会情報の提供のた
め、ハード・ソフトの両面で改善に取
り組んでいます《議事堂の設備の改修、
議会広報紙の改善など》

○ 次代を担う若者たちの参画に取り組ん
でいます《「みえ県議会出前講座」、「み
え現場 de 県議会」など》

住民本位の政策決定と政策監視・評価の
推進
○ 物価高騰等に対する支援を１日でも早

くお届けできるよう取り組みました
《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提
出の必要性を指摘」》

○ 子どもや障がい者への虐待を許さない
ために全力で取り組んでいます《連続
して発生した虐待事案等を受けて》

○ 県民生活の向上等に向けて、今後の県
政運営に関する意見をとりまとめ、知
事に申し入れました《関係部局の令和
４年度の
政策を評
価 し、 今
後の県政
運営への
意見を表
明》

独自の政策提言と政策立案の強化
○ 県内の食料自給率の向上に向けて議論

を開始しました《食料自給総合対策調
査特別委員会を設置》

○ 子どもに一層寄り添った政策の立案に
取り組んでいます《子どもに関する政
策討論会議を設置》

○ 再生可能エネルギーの導入に関する課
題を、県民目線に立って解決するため
議論を開始しました《再生可能エネル
ギーに関する検討会を設置》


